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総理府広報室『婦人に関する世論調査（1979 年 5 月）』を参考に作成 
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注 
 
1） 冠婚葬祭の簡素化運動に基づき、1951年に都立（後に区立）として設立された。ここでの結
婚式は神や仏に誓うのではなく、館長の前で結婚を誓う、いわば人前式で、挙式後簡素な披
露宴を行った。「生活館式」とも呼ばれ、暦（六曜）を気にせず、料金が安いことで人気が
あったが、1970年代に入り結婚式の盛大化にともなって減少しはじめ、1987年に結婚式の取
り扱いを中止した。また同じころ、公民館での結婚式も価格が安いことでポピュラーになっ
たが、結婚式盛大化の中で姿を消した。 
2) キリスト教会の信者の結婚や、宗教活動を行っている教会での結婚式、いわゆる「キリスト
教会式」とは違うため、区別をするために、宗教活動を行わない結婚式専用のチャペルで行
う結婚式を「教会結婚式」とした。しかし、この後、キリスト教会式が減少し、教会結婚式
が主流になったため、区別せずすべて教会式と表記することにした。 
